
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   
衆
議
院
議
員
横
山
利
秋
君
外
三
名
提
出
武
器
輸
出
と
日
米
軍
事
技
術
協
力
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答 

弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
五
第
一
〇
号 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
横
山
利
秋
君
外
三
名
提
出
武
器
輸
出
と
日
米
軍
事
技
術
協
力
等
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

本
年
六
月
大
村
防
衛
庁
長
官
が
訪
米
し
、
デ
ラ
ウ
ア
ー
米
国
防
次
官
と
会
談
し
た
際
、
同
次
官
か
ら
、
防
衛 

 

技
術
の
日
米
間
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の
一
般
的
希
望
が
表
明
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な 

 

交
流
は
米
国
の
防
衛
技
術
の
対
日
輸
出
を
従
来
ど
お
り
円
滑
に
行
う
と
い
う
見
地
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え 

 

る
旨
の
発
言
が
あ
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
村
長
官
か
ら
、
武
器
輸
出
に
関
す
る
日
本
の
政
策
や
現
状
に
つ
い 

 

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
米
側
の
希
望
は
持
ち
帰
り
政
府
部
内
で
検
討
し
て
み
た
い
旨
述
べ
た
。 

ま
た
、
本
年
九
月
防
衛
庁
和
田
装
備
局
長
が
訪
米
し
た
際
、
同
次
官
と
会
談
し
、
同
次
官
か
ら
共
同
研
究
・ 

 

開
発
を
含
め
防
衛
技
術
の
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
希
望
が
表
明
さ
れ
た
が
、
同
局
長
か
ら
防
衛
技 

 



三
、
四
及
び
六
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
米
国
に
つ
い
て
も
武
器
輸
出
三
原
則
及
び
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
七
日 

 

の
武
器
輸
出
に
関
す
る
政
府
方
針
に
基
づ
き
対
処
す
る
考
え
で
あ
る
。
た
だ
し
、
対
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
日 

 

米
安
保
条
約
等
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
目
下
こ
の
点
に
つ
き
関
係
省
庁
で
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ 

 

り
、
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

防
衛
技
術
の
日
米
間
の
交
流
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
と
外
務
省
及
び
通
商
産
業
省
と
の
間
で
意
見
交 

 

換
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
大
村
防
衛
庁
長
官
の
訪
米
後
に
お
け
る
閣
議
で
の
報
告
を
受
け
て
防
衛
庁
と
外
務 

 

省
及
び
通
商
産
業
省
と
の
問
で
日
米
安
保
条
約
等
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ 

 
 

る
。
御
指
摘
の
国
会
答
弁
は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

術
の
交
流
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
目
下
関
係
省
庁
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
旨
伝
え
た
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

な
お
、
御
指
摘
の
点
も
含
め
て
、
三
、
四
及
び
六
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
関
係
省
庁
に
お
い 

 

て
目
下
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
政
府
見
解
案
と
は
、
本
年
十
一
月
十
一
日
に
日
本
経
済
新
聞
に
お
い
て
報
じ
ら
れ
た
も
の
を
指
し 

 

て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
政
府
見
解
案
と
は
、
政
府
の
事
務
レ
ベ
ル
に
お
け
る
検
討
の
過
程
の
中 

 

で
出
て
き
た
考
え
方
の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。 

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
防
衛
目
的
の
た
め
の
技
術
的
資
料
及
び
情
報
の
交
換
に
関
す
る 

 

書
簡
の
交
換
は
、
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
第
一
条
第
一
項
の
細
目
取
極
に
該
当
し
、
御
指
摘
の
米
国
防
省
と 

 

防
衛
庁
と
の
間
の
取
極
は
、
同
細
目
取
極
に
基
づ
く
当
局
間
の
取
極
で
あ
る
。
当
局
間
の
取
極
本
文
及
び
附
属 

 

書
は
、
米
当
局
と
の
間
で
公
表
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、 

 

五 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

取
極
本
文
に
お
い
て
は
、
対
象
と
す
る
技
術
資
料
の
範
囲
、
関
係
す
る
機
関
及
び
当
局
、
連
絡
方
法
、
秘
密
保 

 

全
規
定
等
の
通
則
に
つ
い
て
規
定
し
、
附
属
書
に
お
い
て
は
、
日
米
両
当
事
者
間
で
合
意
し
た
研
究
開
発
項
目 

 

の
個
々
具
体
的
な
交
換
技
術
資
料
の
件
名
、
範
囲
及
び
秘
密
区
分
、
関
係
す
る
機
関
及
び
当
局
等
に
つ
い
て
規 

 

定
し
て
い
る
。 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
に
基
づ
く
武
器
の
製
造
等
に
係
る
技
術
の
提
供
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て 

 

は
、
そ
の
技
術
の
内
容
か
ら
見
て
、
専
ら
武
器
の
製
造
等
に
係
る
技
術
と
客
観
的
に
判
断
で
き
る
も
の
を
対
象 

 

七
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
当
局
間
の
取
極
の
取
極
本
文
及
び
附
属
書
に
基
づ
き
、
防
衛
庁
よ
り
米
国
に 

 

対
し
、
武
器
又
は
武
器
の
製
造
等
に
係
る
技
術
が
供
与
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
日
米
相
互
防
衛
援
助
協 

 

定
に
基
づ
き
、
我
が
国
か
ら
米
国
に
対
す
る
援
助
の
供
与
と
し
て
武
器
を
輸
出
し
た
例
は
な
い
。 六 

 



十
二
に
つ
い
て 

十
一
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
の
技
術
の
動
向
に
対
応
し
得
る
よ
う
装
備
の
質
的
な
充
実
向
上
に
配
意
し
、 

 

我
が
国
の
国
土
、
国
情
に
適
し
た
も
の
を
自
ら
整
え
る
べ
く
糧
食
か
ら
航
空
機
、
戦
車
等
に
至
る
広
い
範
囲
に 

 

わ
た
つ
て
装
備
の
自
主
的
な
研
究
開
発
に
努
め
て
き
た
。
現
在
ま
で
に
研
究
開
発
を
完
了
し
た
主
要
な
装
備
品 

 

と
す
る
こ
と
が
規
制
の
公
正
さ
及
び
実
効
性
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。 

在
日
米
軍
に
よ
る
昭
和
三
十
六
年
以
前
の
武
器
調
達
の
数
量
、
金
額
、
種
類
及
び
企
業
名
は
、
関
係
文
書
が 

 

残
存
し
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。 

我
が
国
が
、
在
日
米
軍
に
よ
る
我
が
国
に
お
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
地
位
協
定
第
十
二
条
の
規
定
に
反
す
る 

 

制
限
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。 

七 

 



十
四
に
つ
い
て 

十
三
に
つ
い
て 

ま
た
、
「
慎
む
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
武
器
輸
出
三
原
則
対
象
地
域
以
外
の
地
域
で
あ
る
が
、
武
器 

輸
出
三
原
則
対
象
地
域
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
こ
と
は
、
外
交
上
の
問
題
等
も
あ
つ
て
、
従
来
か
ら
差
し
控
え 

 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
武
器
輸
出
三
原
則
対
象
地
域
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
述
べ 

 

三
、
四
及
び
六
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
防
衛
技
術
の
対
米
供
与
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
係
省 

 

庁
に
お
い
て
目
下
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
民
間
企
業
の
保
有
す
る
技
術
の
対
米 

 

供
与
を
要
請
す
る
等
の
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。 

等
と
し
て
は
、
超
音
速
高
等
練
習
機
（
Ｔ
―
2
）
、
80
式
空
対
艦
誘
導
弾
、
74
式
戦
車
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
装 

備
品
等
の
製
造
等
に
係
る
技
術
は
主
と
し
て
防
衛
庁
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
慎
む
」
と
は
、
慎
重
に
対
処
す
る
と
い
う
政
府
の
消
極
的
な
態
度
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。 

八 

 



 

九 

る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

十
五
に
つ
い
て 

輸
出
貿
易
管
理
令
で
は
、
同
令
別
表
第
一
の
第
一
九
七
の
項
か
ら
第
二
〇
五
の
項
ま
で
に
お
い
て
昭
和
五
十 

 

一
年
二
月
二
十
七
日
の
武
器
輸
出
に
関
す
る
政
府
統
一
見
解
の
中
で
定
義
し
て
い
る
「
武
器
」
の
す
べ
て
を
輸
出 

承
認
の
対
象
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
最
終
製
品
に
至
ら
な
い
未
完
成
品
で
あ
つ
て
も
、
右
各
項
に
掲
げ
ら
れ
て 

 

い
る
貨
物
に
該
当
す
る
限
り
輸
出
承
認
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
輸
出
貿
易
管
理
令
の
改
正
は
要
し 

 

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




